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背景
■愛玩動物看護師の養成・資質向上について、愛玩動物看護師制度推進に向けた検討事項の柱の一つとされているところ。

現在主に下記２団体による卒後研修が実施されているところであり、その実施状況報告について以下にまとめた。

                   （１）一般財団法人 動物看護師統一認定機構 （２）一般社団法人 日本動物看護職協会

（１）一般財団法人動物看護師統一認定機構による卒後研修

養成・資質向上

愛玩動物看護師の卒後研修について（概要）

資料４－１

講座設置

の

目的

■日々発展し進化する動物看護学を学習するために、国家試験合格後も生涯にわたり、学術的にも技術的にも専門職業人として知

識を広げ、技術を磨き、常に学修し、自己研鑽する必要がある。そこで、効果的かつ適切な自己研修や自己学習をサポートすることを

目的に、愛玩動物看護師を対象に生涯教育講座を設置。

開催概要

■開催形態：Web配信しオンデマンド（講座専用サイト）で視聴

■開催回数：2024年３月～2025年３月末に６回（2025年５月開始予定講座あり）

■頻度：２～３か月に1回公開

■講義時間：1回につき約60分

■累計（初年度及び２年目）受講者数：170名 再生回数：2,154回

■受講修了証付与

■受講料：初回パネルディスカッションは無料 その他は1講座につき2,000円（税込）

講座等

概要

『愛玩動物看護師生涯教育講座』

■講座テーマ：チーム獣医療、診療の補助（犬の採血、歯科、神経学）、愛護適正飼養（行動学）

■対象者：愛玩動物看護師など

■初年度（2023~2024年）は試行的に2講座を設置し、2年目（2024～2025年）は増加する高齢動物の症例看護を視野に設定

成果や

課題等

■受講者からのアンケート回答における各講座の満足度は、大半が「とても良かった」もしくは「良かった」と回答

 ■講義講座（パネルディスカッションを除く講座）の受講者数が想定より少ないため、講義講座の周知が不足していることや、愛玩動物
看護師の学習意識を高めることが課題
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２団体から挙げられた課題
■受講者数増加のための、周知方法等の検討が必要

■愛玩動物看護師の学習意識を高めることが必要

■講義内容等についての検討が必要（キャリアに応じた内容等）

■受講者増加に向けて受講料の価格や開催時間等の工夫が必要

講座設置

の

目的

■国家試験合格後も最新情報を収集し、知識と技術の向上を目指すことを目的に、愛玩動物看護師向けのセミナーを設置。

愛玩動物看護師が講師となってそこから愛玩動物看護師が学ぶことも目指す。また、対面のセミナーでは愛玩動物看護師が

交流し、情報交換や意見交換ができることも目的の一部である。

開催概要

■開催形態：オンライン（アーカイブ配信、ライブ配信）、対面開催

■開催回数：2023年9月～2025年３月末に38回

■頻度：看護大会（年１回）、学術集会（年１回）、支部企画（不定期開催）

■講義時間：1回につき約60～90分
■累計受講者数：1473名

■受講料：講座により無料または有料（正会員価格、非正会員価格等）

JVNA正会員：無料～8,800円

JVNA非会員：3,300円～12,100円

JVNA学生会員：無料～3,300円

講座概要

■動物看護大会内、学術集会内、各支部企画等で開催

■テーマ：教育、チーム獣医療、診療の補助、ペット防災、訪問看護、予防医学（栄養学）、キャリア形成、グリーフケア、

エキゾチックアニマル など

■対象者：愛玩動物看護師、一般

成果や

課題等

 ■学術集会時等でのアンケートで、キャリア年数に応じた講座内容等の希望情報を集めており、情報をふまえた講座内容を設定し、

受講者数の増加につなげる検討が必要。

 ■受講者数。特に対面形式では少ないため、開催案内の周知等について検討が必要。

 ■受講者数増加に向けて価格や開催の時間帯についても検討が必要。

（２）一般社団法人日本動物看護職協会による卒後研修
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